
本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。

昨年９月より休店となっていました干拓地内のス

ターハウス。出店募集が12月に市広報で告知され、

元気会は「干拓地内の活性化・スポーツ利用者の

方への利便」などと共に、「障がい者の社会参加

の就労継続支援」を目的に、入店公募に参加した

ところ、２月当初に採択が決定。スタッフ一同、

公募の主旨を大切に、タイトな日程の中で、

急ピッチの準備。３月３日にオープンです。

干拓地内で食べる・干拓産の物を活用して食べる、

ということから、店名を干拓喰（かんたっくう）

としました。

ぜひ、みなさん、おいで下さい！

元気会監事の加藤

秀雄さんをはじめ

とする、東北復興

支援グループ「明日の架け橋」は、今

なお、あの日を忘れない継続的な活動

を展開されています。

今年は、発想も新たに、

吉田文化会館で、これまでの復興支援を振

り 返る、追悼イベントを企画しています。



平成２年４月に、

井戸平左衛門正明

公との縁で、友好

都市となっている

大田市。２月２４

日に交流し、井戸

神社参拝で石見銀

山の有り難さをも

らいました。


	スライド 1
	スライド 2

